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暑さが一段落しても、私の周辺はなかなかホットです。前回お

知らせした「東アジア女性フォーラム」江ノ島本会議の開催を控

え、事務局スタッフはてんてこまい。私も会議の予稿集の作成に

追われ、肝心のインターネットへの情報提供に手がまわらない状

態。こうしてみると、インターネットへのリアルタイムの情報提供

を非営利目的で継続するというのはとてもたいへんなことで、資

金難、人材難のNGOにとっては大きな課題です。

●

さて、9月にエジプトのカイロで国連世界人口会議が開催され

ました。会議の最終文書である「今後20年間の行動計画」など

をインターネットを通じて入手するにはどうしたらよいでしょう。

私の周辺で行われている方法は、The Association for Progres-

sive Communications（APC,「進歩的コミュニケーション協

会」）の加盟ネットワークであるカリフォルニアのThe Institute

for Global Communications（IGC, igc.apc.org）のメンバー

になりtelnetでアクセスするというものです。

●

APCは、「平和、戦争の防止、軍国主義の排除、社会的経済

的正義の擁護、貧困の除去、持続可能で公平な発展、直接参加

民主主義の進歩、そして非暴力による解決などの目的に向かって

活動する人々に貢献する」ことを目的とした代表的な国際電子ネ

ットワークで、IGCがインターネットとのゲートウェイになってい

ます。ブラジル、ウルグアイ、コロンビア、ドイツ、エクアドル、

ロシア、ウクライナ、イギリス、オランダ、スロベニア、アメリカ

合衆国、メキシコ、中央アフリカ、ノルウェー、オーストラリア、

ニュージーランド、南アフリカ、アルゼンチン、カナダの19か国

に加盟ネットワークがあり、ネットニュースで情報の共有が実現

されています。

●

IGCのユーザインターフェイスはいわゆるBBS的なものですが、

全部の会議室（ニュースグループ）に対するキーワード検索が容

易にできるなど、実用的で個人的には使いやすいと感じています。

また、テーマ別の会議室は環境／人権問題を中心に分類が豊富

で、関心のある会議室を絞り込みやすくなっています。IGCの場

合、利用料金は登録時15ドルで、毎月10ドルの最低料金が必要

です。接続料金はtelnet利用で1時間あたり3ドルですから無理

なく利用できる範囲だと思います（国内での電話料金やtelnetサ

ービスプロバイダーの接続料金まで考えると、気楽に使えるとは

ちょっといいがたいかもしれませんね）。

●

ここ2年あまり私が気にしているのは、上にあげたAPCの加盟

ネットワークのなかに日本がないことです。日本はAPCの掲げる

問題とは無縁な国でしょうか。私はそうは思いません。日常的に

さまざまな迫害がささいなこととして埋もれていっているだけのよ

うに思います。そうした問題があることをそれぞれが認めて行動に

結びつけていかないと、誰かがその犠牲になっていきます。今回、

「東アジア女性フォーラム」江ノ島本会議で提示される日本や東

アジア各国・地域の女性たちが協力して書いたレポートをIGCや

インターネットに向けて発信することで、多くの人がささいな問題

として片付けていることが、結局地球の問題（つまり自分自身に

つながる問題）としてとらえる機会になるに違いありません。い

っしょに考え、行動する仲間になりませんか？
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